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論文審査の要旨
外側線条体動脈 (lenticuosra arteis; LSAs) は中大脳動脈水平部から
分校する穿通枝であり、内包後脚ー放線冠などの白質を栄養している。 LSA sは
ラクナ型梗塞との関連があり、その病態を考える上で血管の走行、分岐形態は
重要な因子である。近年、普及した 3.0T のMRI 装置は1. 5T装置に比べてより
細かな動脈を描出できると考えられたので、健康成人において 3;OT 服Aによっ
てLSAs を描出し、その分岐形態について検討した。男 5人、女45人(平均年
齢 59才)計 10 人を対象とし、 Philps 社製3.0T 限I装置でT1強調像、 T2強
調像、 3D time-oflgh (TOF) 法で MRA 画像を取得、左右半球のそれぞれで、
中大脳動脈水平部から分枝したLSAs の本数、それらが最終的に分枝する枝の本
数を計測した。 20 半球(10 人)で 30 本(平均1. 65本/半球)の LSAs が描出
できた。 3.5% の半球で LSA は全く描出されず、また、 4本以上描出された半球は
なかったD また、 LSA の分枝数で最大5分枝する LSA を有していた被験者は 10
入のうち舗で、最大が 4分枝であったのは7弘、最大3分枝は 26出で、最大2分
枝は49出で、あった。最大3分枝以上に多分枝する LSA は被験者の 3% で認められ
た。 3.0T 限A画像を解析することにより、健常成人において 96.5 覧の頻度でLSAs
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線医学の進歩に
寄与するところが大きいと認める。
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